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第1回 6月8日〈月〉 ・今年度のグループの確認 〈持ち回り〉
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0水lS地か品．震庭まで申水町動君をまとめる（ l - . 
E冒2次水温水の聞とわたしたち何時間）＜ζιIIも気づ＜！： :fJ~ ＇！＞. D籾岨につい






















富山市では. ~,j(.A.riUlll加しているが.. I I 富山市では耐え山自・＊＇・娩 F車山制RI.鉄
車両冨曹が鎗脅し・＊唱”曜の也t：；円Ii今 ll”車山田人に19.it<.~1'iiーが組ψLて．・ι
ている． ー I I tた..toを事〈側m1・!>Nlも今ないため．
I I 2圏直が純世している．
富山市では．総本人口1噌泊Lているも山由車内貧困H 富山市でu.(J俗的な是件t宅かL.安全で＇＆： jーな4












































































問題（1)C D E I (2) A B J (3）① F H I 
【思考・判断】
























































，れ , 処電H・n －， d守局 、＂
• • •. ・U :'l <.Lわ £唱で‘に‘t ‘予偽 . ' ’ 1T '0－＇崎
足 F富む：宅代、，－.帳、v a’－ 





















第1次 日本の歴史上最ちすごい人は誰か0 ・・・・・・・・・・・・・・・ 2時間
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－地形 ・気候 ・民族・工業 ・農業など















O発表を通して気づいたこと、わかったこ｜ ・発表した生徒の視点 ・使用した資料 ・方法
となどを発表する。 ｜ などを確認しながら、黒板に整理する。
0中国の地域的特色とは伺かを考える。 ｜・ 人口分布を手がかりにアブローチすると、
・気候の面から ・地形の面から ｜ 中国の地域的特色が多面的に浮かび上がっ













〈メモ〉！ オーストラリアの人口は、資料1の（ ① ）の地域に集中し、（ ② ）の地域 （ 
！には、ほとんど人が住んでいないことが分かつた。 ! 






















































































































の駐車湯 ある「かえで 「もみじさん」 「かれはさんJる「いちょうさ












































































































































































































































































































































































































































































l 3.理科の勉強で実験の結果を予想することは好きだ ! 
i4.酬の勉強で予想したことを自分でたしかめたい I 










































































































問題解決中心 1 24(83九） 1(3 
教えて考えさせる 6(32九） 1(5 12(63'. 
問2
問題解決中心 20(69'0) I （：•九·~ B位




















































































































































































































































































































































































































































＠出liA(10噌出’li• ＇＂場 制 I Iーー 「ー
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’ 子どちから見ると → 「探究」の過程そのもの
！ 能力・資質から見ると → 問題解決するだめの全経験の個性的な「活用〈転移〉」
: 知識・理解から見ると → 結果として得られる「習得」






















































































































































時間 アー マ 主な学習活動
① けんちん汁を作ろう • 4人斑佃聴甜2人と観縁者2刈に分かれて踊理を行う。














(1時lD ・フー ドマイレー ジの算出方法を知る。
・ハンガー マップや青年t般ト協力隊の活動内容から世界の食糧事
情について知る。




























































































































































































































































1 ）文部科学省，『平成21年度 科学技術白書』，日経印刷株式会社， 2009.
(http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa20090111268148.htm) 
2）「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」（平成15年7月


























































































1ゲーム歌などの活動 78.0% 1内容に対する不満 9.3% 
2AしTの先生 17.8% 2意味理解困難（ALTの話す英語〉 7.6% 
3英語の使用 6.8% 3単語・文など未定着 3.4% 








































































































































































































































































































































































































































































































大満足 16 2 
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b 2009年 12月 10日・ 17日：「多文化マップ」の作成
c 2010年7日・ 14日：「多文化マップ」の発表・意見交換〈班〉



























c:c 31= 1: (;i.閉F葉会
戎f'?G~など様吟




























































































































































































































































































































































































356、ρ＝．( t (228) =-2. 













男予 （N=1 1 4）女子 （N=1 1 6) 
平均値標準偏差平淘値標準偏差
18. 21 (3. 47) 18. 88 (2. 86) 
12. 70 (1. 60) 12. 98 (1. 38) 
9. 43 (1. 82) 9. 36 (1. 96) 
9. 99 (1. 85) 9. 69 (1. 85) 



























































運動休養 .160 .308* 
からだ .557* .325* .303* 






















Tab I e 3 霊園帰分析〈強制投入法〉の結果
男子 女子
生活習慣食習慣運動休養 R 生活習慣食習慣運動休養 R 
基準変数 B.2 B.2 
承認 β .294 .191 .433 .296 .210 .465 t 2.634 2.117 .187 3.212 2.467 .217 
被侵害
β .295 .ー258 .325 
t .087 -2.619 .106 
友達関係イ
.202 .386 .231 .199 .350 
2.182 .149 2.370 2.208 .123 
学習意欲イ .243 .342 .443 .228 .510 2.091 .117 4.940 2.746 .260 
学級の β .250 .417 .215 .382 
雰囲気 t 2.142 .174 2.215 .146 
育意なパスのみ表示
分析の結果、学級満足度尺度の「承認」得点については、男女とち「生活習慣」得点お



















































































1J15 508.8 479.1 
圏諸 。2 511.4 481.5 
/J15 509.9 477.7 
社会
ゆ2 513.7 474.1 
算鍛－ 1J15 510.1 475.9 
苦虫学 中2 513.5 476.4 
小5 509.2 479.2 
理科
ct:>2 514.8 472.4 




453.3 438.5 417.3 
458.0 451.7 405.6 
450.8 432.5 420.2 
452.7 4462 445.7 
445.9 433.8 424.4 
450.6 446.9 427.3 
449.9 441.6 416.1 
450.7 441.3 416.8 


























































f ~ γ ~ I 1 5分で蓄がえるぞ！ 蓄がえ手順ボード I f 
人 ｜ ～組みかえ OKの支援ツール～ I 1:. I －諭野崎美保 守~ 
言葉かけがないと蓄がえに 30分以上の時間を要す
る高等部男子生徒が、少しでち早く 着替えることがで





x x ~ ｜皿屋副~－ I Lm ，： ~~ ~~I ) 
ミ ｜・E轟起，－・・｜防勺iプ・・El シ
v 
ネ ｜圃E孟ゴー・・ ｜酪」；~－－圃｜ ざ
X I _ 一一一一 l I / I r-可 J·t'1~~ 1 I x t lfi必語 I I ~ ~ 1 －－－~~~＂·盟国｜ ｜ ず~ IじJ1；~t 幽｜｜ 、
~ ｜市姐・..＿ I I れ
l・ E圃・E;ii・｜ I 'f X IE・E・－・E －ー｜｜ふ ア
ウ
)¥ 子どもへの願 い
三 このボードを手掛かりにして、 蓄 がえ中にぼんやり ： 
？ と止まっていたり、不必要な動きをした りしないで、 y 
~ 一連の動作を スムーズに行えるようになっ てほ しい。 ：~ 
~ まだ このボードを教師？やりとりすることで 時間 ~ 
内にできたことを賞賛す｛機会とし、目標の時間まで よ














ぢ す。定められた時間内にできだら、 OK欄にマグネ ぶ
合 ットを貼る。（4つの工程を繰り返す〉 ぷ









ぷ ・作業服から体操服に着替える揚合など、その時の着 z 
:K がえのパターンに合わせて力一ドを組み替えること ~ 
や ができる。よ ・総合タイムが目標時間を超えてしまった揚合でも、 ぎ
ズ 早くできた工程について賞賛することができる。 〉ゃく:g 
；感想 ぎ
よ ・このボードを使用してから、 15分以内に着替える や
















〉i I 自分で水 彩 画セット ｜ ； (, 
y 小学部教諭野原秀年 タ
ヌ
父 小学部 2年生が、水彩画を自分で描くだめのセット γ 
之 です。圃圃圃圃圃圃圃圃圃園陸軍置醒曹＼？？｜ ？ 

























ー 一一・l I x γ 圃.r'3 ~己ヲー 圃｜ この時は、執の果物を 邑 きまし疋 。 ブ ｜ ゥ〉く 圃EI c ・ I・｜ I ¥J .,(/ .，ょ仁二以一i圃｜ドウ 、柿、 棄の箔き方を 3コマで表して ｜ l 
る 圃ELア一一一J ・｜あります。 ｜ み； 恒皇霊』｜ ！ と























丈~ } ， イ、ベ、
〉 え：く
十、 ｜里F園圃圃園－園園...... 団ヨ｜＜氷彩道異準備手順表＞ ｜ 、，
シ ｜． 圃、z.・ιJ例’ A-U E盟．罰'-ii I *. 今
，‘kι 圃’.，：• I詰 』丈ご：』婁顕 ｜ 水彩画パツグを開＜と 、こ の手順表が｜ (x 
交 ｜圃4‘：；l己 与＝品二 雨創｜表れます。 この手順表を見ながら水彩画｜ 之
4ト 1• :::r~主l 二三を癌｜を行うだめに必要な 7 つの道具を準備｜ や
'} 1圏平沼·~~：掴｜します 。 I !: 
ど l一一一一一一一一一一一一『圃圃同国園l ｜ 、~ 1~，，11 ＜新聞紙 下殺さ＞ I 1/ 
机が汚れないようにするだめでなく、 ｜ 、





? 、 ? 、 ? ? ? ?
????〉〉??
?? ? ? ?
?? ? ? ?
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み ｜自分で掃除機掛け I } 
〉 ｜～環境にやさしい支援ツール～ ｜ マ
ン I 小学部会諭槽木哲也 ミ
:? ~ ~~ 小学部2組の子どもたちが、自分でツールを準備 し、 文














① ゴムっき洗濯ばさみで力ーペッ トの両端をはさむ。 φ 





































ツール を使用する前 は、どこをどのように 掃除機掛
けすればよいか分からす、同じ所ぱまりかけていだり、
適当に進んで終わったりしていた。このツー ル を使用
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Ii，士 ぷ ~s＇.：＞~ 
全 X
〉 子どちへの願 い／ 女
じ A
; I 0 枚で両替ということがわかりづらい生徒に使用し 文
ました。硬 貨がぴっだりはまる枠がついています。 な み
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3 本. x 〉：坊 さ
ふ ③ラミネー卜した台ふきんの写真を机の上に 1枚す ぶ
y つ置いていく。
子 ④台ふきんを準備する。 ミ




三作成ポイント 文‘、f 写真がなくなったら終わりということが視覚的にわ ~ 
v かる。
ご ・ぬれでも大文夫なようにラミネートをかける。 ~ 
へ主 ・写真を置いていくだけなので、テープをはることも ヌ
ん なく、きれいである。 交
,:' ・ポケットに写真を－入れるより、早く台，5，きができる x 
2 ので、写真入れを用いる。 ヌ
、~ 感想 ~ 
;: ツールの使い方をしばらくは、一緒に支援していたが、 主
徐々に一人で係活動として台ふさをすることができる Q< x ようになっていった。； 今後このツールをぞうきんがけにも活用していけれ ~ 
ぱと者えている o ~ 
~ t x ~ ~ ンう〈 . 
~ ~ 




































? ? ? ?
使い方




③ 友達の名前を ボ ー ド上 で動かし担当を決めます。
④ 友達 に担当を伝えま す。
作成ポイント
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第1回 平成20年 特別支援学校生活訓練室 －メンバー紹介
8月 3日 －研究計画
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